
 二 〇 二 一 年 度 京 大 現 代 文 共 通 【 一 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

担 当 中 野 芳 樹  

 

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 未 完 成…… 失 格 

ｃ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 二 行 書 き 、 書 き 過 ぎ そ の 他 ）…… 失 格 

ｄ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

問 一 （ 10 点 ） 

山 崎 と い う 実 在 の 人 間 に 語 ら れ た 一 言 は 、 筆 者 に 自 身 の 心 の 持

ち 方 を 初 め て 気 づ か せ て 衝 撃 を 与 え 、 山 崎 と い う 他 者 が 筆 者 の

内 面 に 定 着 し 、 関 係 し つ つ そ の 一 部 に な っ た か ら 。 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 「 そ れ 」 ＝ 山 崎 深 造 の （ 君 も ～ だ な ァ と い う ） 一 言 １ 点 

② ① は 筆 者 を 「 ハ ッ 」 と さ せ た （ 置 換 ＝ 「 衝 撃 」 ） １ 点 

③ ① は 自 分 、 自 分 の 心 の 持 ち 方 を 気 づ か せ た ２ 点 

④ ③ は 「 生 ま れ て 初 め て 」 で あ る １ 点 

⑤ ① は 生 き 身 の （ 実 在 性 を も つ ） 人 間 が 語 る １ 点 

⑥ 他 人 が 「 自 分 の う ち へ 」 入 っ て き て 定 着 し ２ 点 

⑦ 他 人 が 自 分 と つ な が り な が ら 一 部 に な る ２ 点 

 

 

 

 

問 二 （ ９ 点 ） 

「 お ぼ っ ち ゃ ん だ 」 と い う 一 言 に よ り 、 筆 者 は 山 崎 の 友 情 と 自

己 犠 牲 を 少 し も 意 に 介 さ な い 無 自 覚 な 利 己 心 に 気 づ か さ れ 、 そ

の 無 自 覚 さ 自 体 が 悪 で あ る と 思 え て き た と い う こ と 。 

 

 ＊ ② ・ ⑤ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 山 崎 の （ お ぼ っ ち ゃ ん と い う ） 一 言 に よ っ て １ 点 

② 筆 者 に は ～ 思 え て き た １ 点 

③ 山 崎 の 友 情 、 払 っ た 犠 牲 を ・ 少 し も ・ 気 に し な い ３ 点 

④ ③ の 身 勝 手 さ （ 利 己 ） に ・ 無 邪 気 （ 無 自 覚 ） ２ 点 

⑤ 無 自 覚 さ 自 体 が 「 罪 あ る こ と 」 （ ＝ 悪 な ど ） ２ 点 

 

 

 

 

問 三 （ ９ 点 ） 

山 崎 の 一 言 で は 、 筆 者 は 、 過 去 に 言 わ れ た 、 物 質 的 、 精 神 的 な

苦 労 と は 全 く 異 な り 、 本 質 的 な 意 味 で 人 間 の 実 在 に 触 れ 、 そ の

人 間 と つ な が る こ と が な か っ た と 理 解 し た と い う こ と 。 

 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 「 今 度 は 」 ＝ 山 崎 の （ お ぼ っ ち ゃ ん と い う ） 一 言 は １ 点 

② 高 等 学 校 の 頃 な ど に 言 わ れ た 意 味 と は 全 く 異 な り １ 点 

③ ② は 「 物 質 的 、 精 神 的 に 苦 痛 を 嘗 め て 」 い な い こ と ２ 点 

④ ① は 本 質 的 な 意 味 で 人 間 の 実 在 に 触 れ て い な い ２ 点 

⑤ ① は ④ と の つ な が り （ 関 係 性 ） を も っ て い な い ２ 点 

⑥ 「 知 っ た 」 の 適 切 な 置 換 １ 点 

 

 

 

 

問 四 （ 12 点 ）  
忘 れ え ぬ 言 葉 は 、 書 物 で は 、 筆 者 の 特 徴 が 次 第 に 薄 れ 、 抽 象 的

な 意 味 内 容 だ け が 自 分 の 内 面 に 混 然 と 定 着 す る が 、 実 在 の 人 間

に 語 ら れ た 場 合 、 そ の 独 立 し た 他 者 と 一 体 化 し 、 実 在 的 に 内 面

に 定 着 し 、 自 分 と の 実 在 的 な 人 間 関 係 を 現 わ す か ら 。 

 

 ＊ ② ・ ③ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 忘 れ え ぬ 言 葉 に つ い て １ 点 

② 書 物 に よ る 場 合 は 

 ａ 筆 者 の マ ー ク （ 特 徴 ） が 次 第 に 薄 れ １ 点 

 ｂ 抽 象 的 な 意 味 内 容 だ け が 自 分 の 内 に 定 着 し ２ 点 

ｃ 「 紛 れ 込 む 」 （ ＝ 自 分 と 混 然 と な る ） １ 点 

③ 実 在 の 人 間 が 語 る 場 合 は １ 点 

 ｄ 独 立 し た 他 の 人 間 と 一 体 と な り ２ 点 

 ｅ 実 在 性 を も っ て 自 分 の 内 に 定 着 し ２ 点 

 ｆ 自 分 と の 人 間 関 係 が 実 在 的 に 感 じ ら れ る ２ 点 

 

 

 

 

問 五 （ 10 点 ） 

忘 れ え ぬ 言 葉 を 語 っ た 実 在 の 他 者 が 、 言 葉 と 一 体 に な っ て 自 分

の 内 面 に 実 在 的 に 定 着 す る 本 当 の 人 間 関 係 で は 、 時 を 経 て そ の

言 葉 を 想 起 す る 毎 に ま す ま す 他 者 は 実 感 を 増 し 、 現 実 の 生 者 と

の 関 係 よ り 、 一 層 実 在 的 に 感 じ ら れ る か ら 。 

 

 ＊ ③ ・ ⑤ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 忘 れ え ぬ 言 葉 を 生 き た 他 者 か ら 語 ら れ る と １ 点 

② 他 者 は 言 葉 と 一 体 化 し ・ 自 分 の 内 面 に 実 在 的 に 定 着 ４ 点 

③ 本 当 の 人 間 関 係 は 、 ① ・ ② の 場 合 で あ る １ 点 

④ 時 間 と と も に 言 葉 を 想 起 す る た び 実 感 を 増 す ２ 点 

⑤ ③ は 現 実 （ の 生 き て い る 他 者 ） よ り 一 層 実 在 的 ２ 点 


